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赤血球をつくる│エリスロポエチンを追って
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日本医師会推薦　科学技術庁推奨　第31回科学技術映画祭科学技術
庁長官賞　第28回日本産業映画・ビデオコンクール奨励賞　第 3回
日本産業映像祭科学技術庁長官賞

赤血球の産生調節因子（ホルモンの一種）であるエリスロポエチン
（ＥＰＯ）が、どのように発見されたかという歴史から始まり、そ
の純化の苦労の過程を紹介する。そして、バイオテクノロジーによ
る遺伝子組み換えの技術によって医薬品としてつくりだされ、臨床
で、特に腎性貧血の治療に役立つさまを描いている。なかでも、 1
個の細胞が分裂を繰り返し、数万をこえる巨大な赤血球の細胞のコ
ロニーをつくっていく骨髄内の世界を克明にとらえた、長期間にわ
たるミクロ撮影は今までにないもので、生命の仕組みの巧妙さと自
然の神秘を感じさせ、見るものを圧倒する。

赤血球は、血流にのって身体の隅々まで酸素を運び、二酸化炭素を
回収する役割を担っている。その寿命は120日である。赤血球や白
血球といった血球は、骨髄でつくられるが、その産生はいくつかの
それぞれ異なる造血因子によってコントロールされている。
　その中で赤血球を分化・増殖させる働きをしているのがエリスロ
ポエチンである。このエリスロポエチンは、高分子の蛋白質で一種
のホルモンであるが、腎臓でつくられるために、腎臓疾患の患者の
多くが、このホルモン不足が原因の赤血球産生不良、つまり腎性貧
血に苦しんでいる。
　腎臓疾患のために人工透析を行なっている患者の多くは、エリス
ロポエチンの投与によって貧血症状が大幅に改善されることが明ら
かになった。


